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銀河の分子ガスの指標として永らく利用されてきたCO輝線は、近年では回転励起の J=2-1輝線が感度・分解
能の面で有利であるため観測されることが多い。一方で、分子ガス量に換算するための CO-to-H2コンバージョ
ンファクタはCO(J=1-0)をもとにしているため、一定のCO(J=2-1)/CO(J=1-0)輝線比（R21）を仮定すること
が一般的となっている。しかしR21はガスの密度や温度によって変化し、天の川銀河やいくつかの系外銀河では
分子雲ごと、あるいは渦状腕の上流下流でのR21の違いが観測されている。これらは星形成前後のガス圧縮や加
熱プロセスと関係していると考えられる。
我々は銀河の領域ごとの R21 の多様性を探るための系統的な CO(J=1-0) サーベイ、ALMA-FACTS (Fun-

dAmental CO Transition Survey)を ALMA Cycle 9より開始した。対象は CO(J=2-1)を観測した PHANGS,
Spitzer SINGs, Herschel KINGFISHの共通天体 11天体である。これらは星質量 logM∗ = 9.4− 10.7, 赤外線光
度 logL = 9.5− 10.7で多様な星形成や形態（バーの有無）を含む。距離は 15Mpc以内で視直径 5− 12′であり、
Total Power, Morita-Array, 12m arrayを取得予定である。質量感度は 105 M⊙を目指している。
2023年 6月時点で Total powerデータがほぼ全て deliverされているが、すでに銀河内での R21変動が明らか

になりつつある。本講演ではプロジェクトの紹介と、年会時点のデータから見えてきたR21分布を紹介する。


